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1)松本 元 :神経興奮の現象と実体,上 ･下 (丸善,1981年,1982年 )
理論家のデザインによる物質作 り
京大 ･化研 新 庄 輝 他
自然界に存在する物質についてはその物性が調べっくされた感があり,今後興味深い研究対
象は ｢新物質｣ということになろう｡
我々の合成している多層膜 (人工格子 )は新物質の一例である｡超高真空蒸着法により複数
の物質を,オングストローム単位に膜厚を制御して交互に蒸着すると,蒸着膜面に垂直の方向
には設計図通 りに原子を並べた構造が実現される｡ここで組合せる物質は,状態図にとらわれ
ることなく自由に選ぶことができ, したがって熱平衡状態では存在しえない新物質が合成しう
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